
平成２９年度中山間「ふるさと支援隊」活動報告書（概要版） 
活動テーマ 

有機農業を核とした食と農のふるさと発見 
神川町 阿久原地区 十文字学園女子大学 

 
１ 活動目的 

  有機農業やオーガニック食品について地域活動を通して学び、「オーガニックビレッジ

阿久原」について、幅広い世代や地域に対して情報発信を行う。 

 

２ 活動地域の現状 

  埼玉県の北西、群馬県との県境に位置する神川町は、東京から 80km 圏に位置し、神流

川と 城峰山に抱かれた自然が美しい町である。利根川の支流である神流川には、「神流

湖（下久保ダム）」がある。平将門伝説が伝えられる歴史ある町である。阿久原地区は旧

「神泉村」であったが、高齢化率が 50%を超え、過疎化が進み、遊休農地や空き家も増加

している。児童数は減少し、中学校はすでに廃校となっており、小学校は全校生徒が 16

名である。一方、城峯公園の冬桜、神流湖（下久保ダム）、三波石峡、100 年の森など、

恵まれた観光資源が多数あり、有機農業が盛んな地域でもある。ヤマキ醸造、松田マヨ

ネーズなど、歴史のある優良有機企業があることも特徴となっている。 

 

３ 活動内容 

 29 年度の主な活動 

畑での草取り  イベント打ち合わせ 

「神川発！オーガニックな夕べ」農業とグリーンツーリズムに関するイベント開催 

神泉小学校運動会支援 

オーガニックツアー打ち合わせ 下久保ダム下見 

桐華祭（学園祭）特製味噌だれじゃがバターの販売 

グリーンツーリズムモデルツアー開催 

ゆるキャラフェスティバル（新座市役所前広場）におけるＰＲ 

ふるさと新座館前広場での餅つきイベント 味噌だれもちの提供 

手作り味噌講習会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 有機農業の実践について語る須賀利治氏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神泉小学校の運動会で地元の伝統

競技に参加する学生 
有機大豆をつかった「醤油絞り体験」 
木の板を押して醤油を絞り出す 

下久保ダムではエレベーターで下まで降り、職員さんの解説に耳を傾ける。前日の雨のおかげで

ダイナミックな放水を見ることができて参加者は大喜び。右は城峯公園から見た下久保ダム。 

商店会との共催で開催した「チャリティー餅

つき大会」では特製味噌だれ餅を提供 
大学近くの町内会で 2 年連続で開催している「有

機大豆を使った味噌づくり教室」 



４ 成果 

①グリーンツーリズムの試行 

活動最終年度ということで、一つの成果として「グリーンツーリズムモデルツアー」を実 

施した。新座市周辺地域の高齢者を中心に、農業に携わっている女性グループや家族連れ 

など 40 名が参加した。高齢者が多かったものの、幅広い世代が参加し、高い評価を得るこ 

とができた。アンケートの結果から「埼玉を再発見した」「もっと知りたい」「もう一度ゆっ 

くり来てみたい」「少し高くても参加したい」などといった声が聞かれ、観光としてのオー 

ガニックツアーの可能性を確信した。 

 

②有機味噌の活用 

 昨年から利用している手作り味噌の評価は非常に高く、今年度も地域の方たちの強い希 

望により手作り味噌講習会を開催し、好評を博した。味噌だれを利用したイベントも情報 

発信の方法として有効である。市販の味噌とは味がまったく違うことから、できるだけ味 

噌を食べてもらう機会をイベントなどで作っていくことが知名度を上げることにつながる 

ことが明らかとなった。 

 

③幅広い世代での地域間交流の実現 

 今年度は神泉小学校の運動会支援活動に、学生だけでなく、新座で地域活動を行う高齢 

者も参加し、幅広い世代での交流が実現した。またグリーンツーリズムモデルツアーでは 

小学生から 80 代まで、親子連れや女性グループなど多様な参加者を得ることができた。 

ツアーには、初年度とその翌年度の活動で、新座と神泉の農業女性グループによる「お料 

理交流会」を開催した際に参加してくれたメンバーが数名参加した。数年にわたる神川で 

の活動がつながり、広がりを見せていることがわかった。 

 

④情報発信 

 例年のように地域のイベントや学園祭における情報発信は恒例となり定着してきた。 

また初めての試みであった「グリーンツーリズムモデルツアー」では「埼玉を再発見した」 

「同じ埼玉でこんな素敵なところがあったなんて」という意見もあり、実際に現地を見て 

もらうことの効果を実感した。 

 また、今年度は読売新聞に折り込まれているタウン誌にふるさと支援隊に関わる記事を 

数回掲載し、広く情報を発信できた。またこれを利用してツアー参加者の一部を公募した 

ことも有効な情報発信となった。 

 

５ 課題 

  4 年目でようやくグリーンツーリズムモデルツアーの試行まで進めることができたが、

これを商業ベースで運用できるようにすることが今後の課題となる。新座からのツアー

は距離も時間も適当で、手軽である点も好評であったが、内容を詰め込みすぎて、特に

高齢者からは、もっとゆっくり見たいといった要望もあった。 

  年齢や性別などによりニーズがことなることから、今後は対象を絞ってテーマを決め

たツアーの実現をめざしたい。 

 

 

 



６ 次年度以降の計画 

 4 年間の活動を通じて、神川と新座との地域間交流が進み、グリーンツーリズムモデルツ

アーを 1 つの成果として実現することができた。県からの補助期間は終了するが、今後も

神泉での活動を継続し、神泉の魅力を発信していけるような企画を実現していきたいと考

えている。 
 

 

 

 

『スマイルよみうり』2017 年 11 月号に「ふるさと支援隊活動」の記事を掲載 
神泉小学校の運動会支援、味噌づくり、グリーンツーリズムモデルツアーの参加者募集など  


